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各地域での
災害時支援体制の構築①
○災害対策特別委員会
• 災害時の都道府県支部との連携体制等
の構築に向けての活動

• 被災地における専門職としての役割や
れ連携の在り方について検討

• 災害支援ケアマネジャーの養成研修
養成研修/フォローアップ研修

災害支援ケアマネジャーの登録者は
平成29年～現在486名
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各地域での
災害時支援体制の構築②
• 災害対応マニュアルの作成 ・BCP作成
机上訓練 BCP作成研修の実施

感染対策に関する研修

・事例発表など
各地域・施設の取り組みについて報告
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災害発発生時に向けてのシステムづくり
災害状況報告の流れ(状況報告シートの活用）

4©Japan Care Manager Association

通常の流れ

大規模災害
発生時



平常時からの他団体との連携

・定期的に
日本災害リハビリテーション
支援協会（JRAT）等との
情報共有と意見交換等の実施

・BCPの策定における
施設間等との連携構築
に向けての取り組み
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各地域における介護支援専門員の実践
（平常時の取り組み）

〇自然災害
（県・市区町村との連携・協働）
施設、地域での防災訓練への参加・協力
避難行動要支援者に対する「個別避難計画」作成の支援協力
災害時地域支援マップの作成 地域ケア会議 など

（担当利用者への防災関する支援・啓発）
避難所、福祉避難所の確認
災害用備蓄品、非常持ち出し品などについて
災害時の支援体制の共有（老々介護、独居等）

〇感染対策
日常生活における感染対策の啓発
ワクチン接種等に関する事項 など
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